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特別養護老人ホーム 杏樹苑 
（杏樹苑空床利用型短期入所事業所含む） 

 

《運営・処遇方針》 
 

【私たちの使命】 

従来型の特養として、法人の基本方針である「利用者主体の施設であること」を基本と

し、従来型個室と多床室での個別ケアを継続して行ってまいります。プライバシーへの配

慮の考えが定着し、個浴が基本となりました１対１でのゆとりある入浴機会を確保するこ

とが出来ております。「聴く・気付く・届ける」の根本に寄り添いながら、その人が望んで

いる暮らしを個別の余暇活動などを通じて、他職種と共に支える事で実現したいと思いま

す。通年での感染症予防は基本となりました中で、少人数制での現場での研修を充実させ

ることで年齢や立場を超えてお互いが尊重し合える環境を重視し職員の育成に繋げられる

取り組みを行ってまいります。  

 

【私たちが提供できる価値】 

《介護課》 

利用者主体の施設を基本に、その人らしさを尊重したケアを一人ひとりが向き合い利  

用を中心としたチームケアを行ってまいります。サークル活動とレクリエーションを含

め、日々楽しめる環境の提供をしていきます。専門職としての自覚を持ち、職員一人ひと

りが自信を持ち「考えるケア」が出来るよう、内部研修を取り組むことで知識、技術の向

上に励んでまいります。利用者の生活に沿った２４時間シートを活用する事で個別ケアの

質をより高めて、利用者主体の施設を目指してまいります。職員一人ひとりが「考えるケ

ア」が出来るよう、内部研修や外部研修への参加。資格取得を目指す事で専門職としての

質向上を目指してまいります。  

 

《看護課》 

私たち看護職員は、「利用者主体の施設である事」の理念を基盤に、医療専門職として多

職種と連携しながら、健康的で安全な環境づくりに取り組んでいます。日々の健康管理を

丁寧に行うとともに、感染対策を継続的に徹底するため、研修や啓発活動にも積極的に取

り組み、より質の高いケアの提供を目指してまいります。 

 

《栄養課》 

入居者並びに利用者の皆様が生活していく中でお食事は、楽しみの一つです。提供する  

お食事が安全に美味しく、楽しくなるように努めてまいります。調理業務については委託

にて行っていますが、引き続き厨房スタッフとのミーティングの場を多く設け、お互いの

意見を尊重し、協力しながら、業務を遂行していきます。  

今年度は、厨房スタッフと共同で新しい企画を考えております。準備を整え、良いイベ

ントを行えるようにしていきたいと思います。引き続き入居者並びに利用者の皆様と多く
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コミュニケーションをとり栄養状態を把握していきます。また、栄養ケアマネジメントを

実施し低栄養、褥瘡を有する状態にならないように多職種と連携し個別ケアに努めてまい

ります。 

 

《相談課》 

私たちは入所者並びに利用者だけでなく、ご家族の多様なニーズに応える体制を整え、

実施しております。尊厳の保持、自立支援、重度化防止の取り組みや看取りへの多様な対

応を充実させ、生活施設としての役割を途切れさせないように努めてまいります。レクリ

エーションやサークル活動も定着したため、これまで以上の多職種連携に努めてまいりま

す。今まで同様、感染症対策に努めながら入所やショートステイの受け入れを継続的に行

っていき、個々の生活を大切にした生活が送れるように支援してまいります。 

 

《総務課》 

 職員が安心して働ける職場になるようサポートすることが、より良いケアにつながると

考えます。より良いケアにより入居者並びに利用者が安心して過ごせるよう、「その人ら

しく生活する」ために、多職種と連携、情報共有し支えていきます。また、ご家族にも安

心していただけるよう笑顔で温かい対応を心掛けます。  

 

《機能訓練課》 

課の創設 2 年目となる本年度は、昨年と同様「その人らしい暮らしの継続」をご支援さ

せていただくことを目的とし、昨年の学びや課題なども活かしながら入居者並びに利用者

が「楽しみ！・楽しもう！」と思える活動を提供してまいります。個別機能訓練としまし

ても、多職種と連携を図りながら入居者並びに利用者の個別ケアを支援していくとともに、

理学療法学生の実習を受け入れるなど後進の育成にも努めてまいります。入居者並びに利

用者が「安楽できる毎日」を送れる環境づくりを提供させていただきます。  

 

【年度終了時の展望】 

従来型での利用者主体の個別ケアが定着したことで、個々に合った暮らしとなっている

事を当たり前に感じていただけるようクラブ活動への参加などを充実させ各種専門職種が

連携を図り、心身機能の維持向上が図れる施設運営を行う事で入院者の減少の継続を図り

たいと思います。あわせて、入居者並びに利用者一人ひとりに合ったケアが実施できるよ

うにします。そうすることで職員個々のモチベーションも上がり、入居者並びに利用者の

暮らしと職員の専門職としての資質向上が図れると考えます。 

上記内容の充実により、必然的に生まれる入居者並びに利用者の心身機能向上や様々な

要因に伴う入院者数減少等による安定稼働の部分と、空床型短期入所生活介護事業のサー

ビス調整を積極的に行い、62 床の長期入居は 95.0％稼動を目標とし、5％の空床部分を積

極的に活用した空床型短期入所生活介護事業の運営も図ってまいります。防災訓練等を通

じて、地域貢献、他職種連携の充実も継続してまいります。 
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行事計画 
月 内   容 備 考 

令和 8 年 

4 月 

 

・開設記念日  

・春のドライブツアー  

・お誕生日会  

4 月 1 日 

4 月中旬 

4 月中 

 

5 月 

 

・菖蒲湯週間  

・端午の節句  

・青空そうめんの日  

・お茶会～美味しい新茶と和菓子～  

・お誕生日会  

5 月 1～7 日 

5 月 5 日 

5 月中 

5 月上旬 

5 月中 

 

6 月 

 

・お蕎麦の会  

・ドライブスルーで出かけよう  

・コンビニイベント  

・お誕生日会  

6 月初旬 

6 月中旬 

6 月下旬 

6 月中 

 

7 月 

 

・七夕祭り  

・鰻を食べよう  

・季節のフルーツジュース作り  

・お誕生日会  

7 月 7 日 

7 月 26 日 

7 月中 

7 月中 

 

8 月 

 

・夏カフェ＆夏祭り  

・大花火大会  

・精霊馬作り  

・お誕生日会  

8 月中 

8 月中旬～下旬  

8 月中 

8 月中 

 

9 月 

 

・敬老会 

・さんまを食べよう  

・お誕生日会  

9 月 21 日 

9 月中 

9 月中 

 

10 月 

 

・秋カフェ  

・秋の味覚を取ろう  

・お誕生日会  

10 月下旬 

10 月中旬 

10 月中 

 

11 月 

 

・芋煮会～防災・炊き出し訓練～  

・冬の鍋パーティー  

・お誕生日会  

11 月中 

11 月中 

10 月中 

 

12 月 

 

・柚子湯週間  

・クリスマス会  

・歳忘れ大忘年会  

・お正月飾りを作ろう  

・お誕生日会  

12 月 1～7 

12 月 24 日 

12 月下旬 

12 月下旬 

12 月中 

令和 9 年 

1 月 

 

・初日の出を見よう  

・餅つき 

・初詣に行こう  

・鏡開き 

・お誕生日会  

1 月 1 日 

1 月初旬 

1 月中 

1 月 11 日 

１月中 

 

2 月 

 

・節分・冬カフェ  

・季節のフルーツジュース作り  

・コンビニイベント  

・お誕生日会  

2 月 2 日 

2 月中 

2 月下旬 

2 月中 

 

3 月 

 

・ひな祭り  

・春の散策ツアー～桜の会～  

・お誕生日会  

3 月 3 日 

3 月中 

3 月中 

※お誕生日会は誕生日当日にお祝いをさせて頂きます。  

食事イベントで普段とは違う食事をすることで季節感を味わう。今年度は新たに飲み物の
イベントを企画しどの利用者にも実際に味覚で楽しめるイベント内容にしていきます。  

 


